
義務教育指導課 令和３年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ １～２ 
日本語による意思疎通がむずかしく，サバイバル日本語の段階。 

在籍学級での学習はほぼ不可能で，手厚い指導が必要。 

ステージ ３ 
短文の理解が難しく，発話にも誤用が多くみられるレベル。 

クラス活動に部分的参加を始めつつ，個別的な指導をすることが必要。 

ステージ ４ 

日常生活に必要な基本的な日本語がわかり，自らも発話ができる段階。話し言葉を通したクラス活動

にはある程度参加できるレベル。 

しかし，授業を理解して学習するには読み書きにおいて困難が見られ，個別的な指導が必要。 

ステージ ５～６ 
教科内容に関連した内容が理解できるようになり，授業にも興味をもって参加しようとするレベル。

読み書きにも抵抗が少なく，自律的な学習が可能である。 

 
 

子供のことばの力を見ていくとき，多角的・包括的に見ることが大前提となります。様々

な背景（母語，環境，態度，学力等）も含めて，その上で日本語の力を正確に把握すること

が大切です。これらのことに気を付けながら，進めていきましょう。 
 
 

★ 子供の日本語の力の段階を把握する指標として，６段階の「ステージ」で示した，「JSL 評価

参照枠〈全体〉」があります。（外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA より） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「子供の実態把握と個別の指導計画作成について」 

外国人児童生徒等教育・日本語指導サポート資料 No.６ 

実際に日本語指導を行う際，どのように指導計画を立てていっ
たらよいのだろう。 

実態把握と指導計画の立て方 PartⅠ～日頃の様子から～ 

まずは，子供の実態を多角的に把握した上で指導計画を作成する必要があり
ます！そのための方法の一つとして，今回は，子供の日頃の様子から実態を把
握し，指導計画を立てる方法について御紹介します！ 

JSL（Japanese as a second language）「第二言語としての日本語」 

出典：かすたねっと（https://casta-net.mext.go.jp/）に掲載されている 

「個別の指導計画」作成参考資料①～④  各ステージの概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義務教育指導課公式 facebook  https://www.facebook.com/hirogimu 

広島県教育委員会HP  「外国人児童生徒等教育・日本語指導関連情報」 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku12/nihongoshidou.html 

① 子供が現在，どのステージなのかを評価する。 
「個別の指導計画」作成参考資料② （日本語指導が必要な児童生徒を対象とした指導の在り方に関する検討会議）を参考にして，

日頃の子供の様子から，「話す」，「読む」，「書く」，「聴く」の４技能に分けて，日本語の力を評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「読む」を例に，評価をして
みましょう！Ａさんの日頃の
様子はどうですか？学習目標
項目例を見て，「読む」に関
して，日頃の様子から当ては
まる特徴的なものを選んでく
ださい。 

● a,b,c,…と進んでいく順序性があるものではありません。 

● 評価や目標は，該当ステージの中の項目を，いくつか組み合

わせて作成してもよいです。 

「ステージ１」はできていま
す。 
「ステージ２」は，e，k，i
以外は，ほぼできますね。 
「ステージ３」は，まだまた
のようです。 

では，今の「読む」力は，「ス
テージ２」程度と言えますね。 

Ａさんは，特にｃとｄに重点
をおいた目標にしたいと思い
ます。 

次に，目標を設定します。 
一つ上の「ステージ３」を目
標にするとよいですね！子供
の力が包括的に伸びるよう
に，a～dを参考にしながら目
標を立てましょう！ 
 

これらの情報を，個別の指導計
画 様式２（指導の記録）に記
載しましょう！ 

これなら，日頃の子供の様子

から，評価できそうです！他

の技能も同様にやっていけば

いいですね！！ 

② 目標を設定する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 文部科学省通知「学校教育法施行規則の一部を改正する省令等の施行について」で示された様式を参考に 
広島県教育委員会が作成したものです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように，日本語の力を多角的・包括的に見取り，指導目標を立てることで，どのような指

導を行う必要があるのかが明確になりますね。 

 

※ 個別の指導計画【広島県版】（様式２：指導に関する様式）と，「個別の指導計画」作成参考資料①～④（日本語指導が必要な児

童生徒を対象とした指導の在り方に関する検討会議）を加工してまとめたものは，広島県教育委員会の HP にも掲載しておりますので，

是非，御活用ください。 

 

 


